
六
％
）、
高
等
課
程
は
四
六
〇
五
人
（
全
体
の
二
二
・
三
％
）、
一
般
課
程
は
一
五
人
（
全
体
の
〇
・
一
％
）
で
あ
る
。

　
な
お
、
国
は
、
専
修
学
校
制
度
創
設
以
来
、
専
修
学
校
の
振
興
策
を
推
進
し
て
お
り
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
専
門
課
程
二
年

制
卒
業
者
に
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験
受
験
資
格
が
付
与
さ
れ
、
ま
た
文
部
大
臣
が
指
定
し
た
三
年
制
高
等
課
程
の
卒
業
者

に
大
学
入
学
資
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
三
節
　
私
学
教
育
の
展
開

一
　
特
色
化
を
進
め
る
私
立
中
学
・
高
校

　
昭
和
四
十
年
代
は
、
県
内
で
私
立
中
学
校
の
新
設
は
な
か
っ
た
が
、
私
立
高
校
は
、
第
二
次
生
徒
急
増
期
の
ピ
ー
ク
の
平
成

元
（
一
九
八
九
）
年
度
を
控
え
た
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
に
神
戸
弘
陵
学
園
高
等
学
校
、
日
生
学
園
第
三
（
現
自
由
ヶ
丘
学
園
）

高
等
学
校
、
五
十
九
年
に
滝
川
第
二
高
等
学
校
が
開
校
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
元
年
に
生
野
学
園
高
等
学
校
が
開
校
、
平
成
四

年
に
は
神
戸
国
際
大
学
附
属
高
等
学
校
が
八
代
学
院
高
等
学
校
か
ら
校
名
変
更
し
、
さ
ら
に
六
年
に
は
、
神
戸
国
際
高
等
学
校

が
開
校
し
、
そ
の
時
点
で
、
県
内
の
私
立
中
学
校
は
三
八
校
（
う
ち
七
校
が
休
校
）、
私
立
高
校
は
五
二
校
を
数
え
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
私
立
学
校
は
独
自
の
建
学
の
精
神
に
立
っ
て
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
て
い
る
が
、
中
で
も
生
野
学
園
は
、
学

校
運
営
の
方
針
を
「
不
登
校
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
全
寮
制
中
学
校
・
高
校
」
と
鮮
明
に
打
ち
出
し
開
校
し
た
。

平
成
十
四
年
に
は
中
学
校
も
開
校
し
て
い
る
。
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と
伝
統
が
築
か
れ
て
い
る
。
六
カ
年
継
続
し
て
生
徒
を
見
守
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
分
野
の
才
能
発
揮
、
学
力
の
伸
長
に
適
し

た
環
境
に
あ
る
。
本
県
に
は
、
全
国
的
に
優
れ
た
進
学
実
績
を
示
す
学
校
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
六
年

度
よ
り
、
県
内
私
立
学
校
に
在
籍
す
る
園
児
・
児
童
・
生
徒
及
び
教
職
員
等
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
等
の
各
分
野
で
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
た
者
を
対
象
と
し
た
「
マ
ロ
ニ
エ
賞
」（
知
事
表
彰
）
を
創
設
し
、
私
学
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
新
し
い
学
科
や
コ
ー
ス
の
設
置
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
力
・
才
能
を
伸
ば
そ
う
と
努
め
る
学
校
が
多
い
こ
と
が
挙

　
生
徒
数
の
動
向
を
見
る
と
、
私
立
高
校
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
以
降
は
、

四
万
九
〇
〇
〇
人
前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
五
十
八
年
度
か
ら
第
二
次
生

徒
急
増
期
を
迎
え
、
平
成
元
年
度
に
は
六
万
四
二
三
人
と
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

そ
の
後
減
少
期
に
転
じ
、
平
成
六
年
度
は
五
万
二
四
〇
四
人
と
な
っ
た
。
私

立
中
学
校
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
一
万
二
五
六
三
人
が
、
生
徒
の
急
増
期

を
反
映
し
て
や
や
増
加
基
調
と
な
り
、
高
校
生
急
減
期
に
も
私
学
志
向
の
高

ま
り
も
あ
っ
て
、
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
六
年
度
は
一
万
四
三

九
三
人
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、『
兵
庫
県
私
学
総
連
合
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
誌　
兵
庫
私

学
』（
兵
庫
県
私
学
総
連
合
会
）
を
参
考
に
そ
の
特
色
を
三
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
そ
の
第
一
は
、
中
高
一
貫
教
育
で
あ
る
。
中
学
校
三
一
校
は
全
て
中
高
六

年
一
貫
の
教
育
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
独
自
の
校
風
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げ
ら
れ
る
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
開
設
の
神
戸

山
手
女
子
高
等
学
校
の
音
楽
科
で
、
同
年
に
は
報
徳
学
園
高
等
学
校
が

体
育
科
を
置
い
た
（
四
十
八
年
に
廃
止
）。
そ
れ
以
降
は
、表
82
の
と
お
り
、

公
立
高
校
に
先
ん
じ
て
新
学
科
の
設
置
が
行
わ
れ
て
お
り
、
時
代
の
流

れ
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
り
、
高
校
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
気

概
が
う
か
が
え
る
。

　
第
三
に
、
教
育
課
程
上
の
特
色
と
し
て
、
外
国
語
教
育
に
力
を
注
い

で
い
る
学
校
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。
英
語
以
外
の
第
二
外
国
語
の
導
入

に
絞
っ
て
見
る
と
、
愛
徳
学
園
高
等
学
校
の
ス
ペ
イ
ン
語
、
神
戸
海
星

女
子
学
院
高
等
学
校
の
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
で

は
設
立
母
体
と
の
関
係
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
第
二
外
国
語
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
神
戸
女
学
院
高
等
部
は
フ
ラ
ン
ス
語
と

ド
イ
ツ
語
の
選
択
（
昭
和
五
十
七
年
か
ら
）、甲
南
女
子
高
等
学
校
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
五
十
八
年
か
ら
）
と
中
国
語
（
六
十
三
年
か
ら
）、

雲
雀
丘
学
園
高
等
学
校
国
際
科
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
六
十
年
か
ら
）・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
（
平
成
十
二
年
か
ら
）、
八
代
学
院
高

等
学
校
国
際
科
は
ド
イ
ツ
語
（
昭
和
六
十
年
か
ら
）、
芦
屋
大
学
附
属
高
等
学
校
国
際
文
化
科
は
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ロ

シ
ア
語
（
六
十
一
年
か
ら
）、
須
磨
ノ
浦
女
子
高
等
学
校
国
際
コ
ー
ス
は
フ
ラ
ン
ス
語
（
六
十
二
年
か
ら
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
、
昭
和
六
十
年
度
以
降
に
設
置
さ
れ
た
国
際
科
・
コ
ー
ス
や
国
際
文
化
科
な
ど
の
特
色
化
の
一
環
で
あ
る
。

表82　新しい学科の設置一覧（私立高校）

年 学校名 学科名
昭和41

42
43
46
52
57
58
60

61
62

平成 4
7

神戸山手女子高等学校
報徳学園高等学校
夙川学院高等学校
日ノ本学園高等学校
塩原女子高等学校
滝川高等学校
日ノ本学園高等学校
滝川高等学校
雲雀丘学園高等学校
八代学院高等学校
芦屋大学附属高等学校
神戸村野工業高等学校
夙川学院高等学校
甲南高等学校

音楽科
体育科
美術科、体育科
音楽科
情報処理科
理数科
英語科
英語科
国際科
国際科
国際文化科
情報電子科
英語科
理数科

  （『兵庫私学』より作成）
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二
　
役
割
高
ま
る
私
立
幼
稚
園
教
育

　
学
校
教
育
法
第
一
条
に
定
め
る
学
校
（
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学

校
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
）
は
、
同
法
第
二
条
に
よ
り
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
学
校
法
人
の
み
が
、
こ
れ
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
幼
稚
園
は
、
学
校
教
育
法
附
則
第
六
条
に
よ
っ
て
、
当
分
の
間
、
学
校
法
人
に
よ
る
こ
と
を
要
し

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
幼
稚
園
は
多
く
の
場
合
比
較
的
小
規
模
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
学
校
法
人
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
組
織

を
必
要
と
し
な
い
こ
と
、
学
校
教
育
法
制
定
当
時
は
、
私
立
幼
稚
園
の
量
的
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
三
十
年
度
は
、
私
立
幼
稚
園
一
九
〇
園
の
う
ち
学
校
法
人
立

は
二
六
園
で
、
一
三
・
四
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
四
十
年
度
以
降
の
新

設
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
の
み
を
認
可
す
る
と
と
も
に
、
個
人
立
等
既
設

幼
稚
園
の
学
校
法
人
化
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
学
校
法
人
立
幼
稚
園
の
私
立
幼
稚

園
に
占
め
る
割
合
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
五
〇
・
六
％
（
一
三
四
園
）、
五
十
七
年

度
に
六
〇
・
一
％
（
一
六
四
園
）、
六
十
一
年
度
に
七
〇
・
六
％
（
一
八
七
園
）
と
進

捗
し
、
平
成
六
年
度
は
七
八
・
六
％
（
二
〇
六
園
）
と
、
ほ
ぼ
平
成
二
十
年
代
の
水

準
（
八
五
％
程
度
）
に
達
し
た
。

　
な
お
、
兵
庫
県
内
の
私
立
幼
稚
園
は
、
昭
和
十
七
年
に
兵
庫
県
私
立
幼
稚
園
連
盟

を
、
二
十
三
年
に
は
兵
庫
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
を
結
成
し
た
が
、
学
校
法
人
化
の

進
展
と
相
ま
っ
て
、
五
十
一
年
に
兵
庫
県
学
校
法
人
幼
稚
園
連
合
会
が
設
立
さ
れ
、
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学
校
法
人
立
と
非
学
校
法
人
立
の
私
立
幼
稚
園
と
、
県
内
に
二
つ
の
連
合
体
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
県
内
団
体
の
一
元

化
に
向
け
た
動
き
が
起
こ
り
、
昭
和
五
十
六
年
に
兵
庫
県
私
立
幼
稚
園
協
会
（
以
下
、
兵
私
幼
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
平
成
五
年
二
月
刊
行
の
創
立
五
〇
周
年
記
念
誌
『
兵
庫
私
幼
』
に
は
、
組
織
の
沿
革
、
広
報
や
教
育
研
究
な
ど
五
委
員
会
の

活
動
、母
親
学
級
の
内
容
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
平
成
四
年
度
の
時
点
で
、在
籍
園
児
数
は
、公
立
三
万
一
九
九
六
人
（
三
八・

六
％
）
に
対
し
て
私
立
五
万
八
七
三
人
（
六
一
・
四
％
）。
県
内
で
私
立
幼
稚
園
の
存
在
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
も
そ
も
私
立
幼
稚
園
の
存
在
意
義
は
、
公
的
な
幼
児
教
育
機
関
の
補
完
で
は
な
く
、
そ
の
保
育
理
念
や
内
容
の
独
自
性
に

あ
る
。
保
護
者
が
幼
稚
園
を
選
ぶ
と
き
、
そ
の
内
容
や
特
色
に
よ
っ
て
自
由
に
選
択
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
同
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
私
立
幼
稚
園
二
六
〇
園
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
理
念
に
基
づ

い
て
、
多
彩
な
特
色
あ
る
保
育
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ピ
ア
ノ
・
鼓
笛
・
バ
レ
ー
・

絵
画
・
柔
道
・
ラ
グ
ビ
ー
・
体
育
遊
び
な
ど
の
特
別
保
育
、
年
間
を
通
し
て
は
だ
か
・
は

だ
し
に
よ
る
健
康
で
丈
夫
な
体
づ
く
り
、
パ
ズ
ル
や
裁
縫
・
料
理
・
木
工
な
ど
手
を
使
っ

て
の
も
の
づ
く
り
、
園
庭
で
楽
し
む
「
お
茶
ご
っ
こ
」
な
ど
各
園
の
特
色
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。

　
前
述
の
と
お
り
、
幼
稚
園
に
就
園
す
る
三
歳
児
の
大
半
を
私
立
幼
稚
園
が
占
め
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
兵
私
幼
の
研
究
会
に
お
い
て
も
、「
三
歳
児
保
育
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
、
研
究
発
表
な
ど
を
通
じ
て
教
員
へ
の
啓
発
が
進
め
ら
れ
た
。

　
次
に
、
母
親
学
級
（
現
親
子
学
級
）
の
展
開
を
み
て
い
く
。
第
一
編
で
触
れ
た
よ
う
に
、

写真 204　�園庭での「お茶ごっこ」�
（兵庫県私立幼稚園協会提供）
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子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
や
親
同
士
の
交
流
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
度
か

ら
県
に
よ
る
母
親
学
級
開
設
費
補
助
が
始
ま
っ
た
。
初
年
度
の
開
設
園
は
二
三
園

で
あ
っ
た
が
、そ
の
後
、急
増
し
て
一
〇
年
後
の
五
十
五
年
度
は
一
五
六
園
と
な
っ

た
。
平
成
五
年
度
に
親
子
学
級
と
改
称
し
、
六
年
度
は
一
五
七
園
が
開
設
し
、
概

ね
三
分
の
二
の
園
で
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
親
子
学
級
は
、
兵
私
幼
が
実
施
す
る
親
子
学
級
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
を
通
じ
て
、

幼
児
に
対
す
る
親
の
立
場
と
役
割
、
家
庭
教
育
の
役
割
、
幼
児
の
健
康
増
進
、
親

相
互
の
心
の
交
流
と
知
識
教
養
の
向
上
の
た
め
の
学
習
を
深
め
、
各
開
設
園
で
、

地
域
住
民
を
交
え
て
の
餅
つ
き
大
会
や
夏
祭
り
、
親
子
で
楽
し
む
体
操
や
英
会
話
、

料
理
教
室
な
ど
の
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

三
　
私
学
助
成
の
拡
充

　
独
自
の
建
学
の
精
神
に
よ
っ
て
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
私
立
学
校
は
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
が
、
そ
の
財
政

の
大
部
分
を
生
徒
納
付
金
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
県
内
の
私
立
高
等
学
校
の
平
成
六
年
度
入
学
者
の
授
業

料
の
平
均
は
二
四
万
一
九
一
円
で
、
全
国
平
均
の
二
九
万
一
四
三
九
円
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
立
高
校
の
九

万
八
四
〇
〇
円
と
比
較
す
る
と
、
な
お
約
二
・
四
倍
の
格
差
が
あ
る
。

　
県
で
は
、
従
前
よ
り
私
学
助
成
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
昭
和
五
十
年
に
私
立
学
校
振
興
助
成
法
が
制
定
さ
れ
、
県
の
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補
助
事
業
に
対
し
て
国
庫
補
助
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

私
学
助
成
は
、
五
十
年
度
の
六
三
・
五
億
円
が
平
成
六
年
度
に
は
二
四
八
・
七
億
円

へ
と
、
約
四
倍
の
飛
躍
的
な
拡
大
充
実
を
遂
げ
て
い
る
。

　
私
学
助
成
の
大
半
を
占
め
る
高
中
小
幼
（
学
校
法
人
立
）
へ
の
運
営
費
の
補
助
（
経

常
費
補
助
）
は
、
経
常
費
の
う
ち
最
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
教
職
員
人
件
費

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
経
常
費
に
つ
い
て
も
、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
高
等
学

校
、
中
学
校
に
、
五
十
八
年
度
か
ら
小
学
校
に
、
平
成
二
年
度
か
ら
幼
稚
園
に
、
補

助
の
対
象
を
拡
大
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
に
出
さ
れ
た
「
兵
庫
県
行
財
政
改
革
懇
話
会
最
終
報

告
」
は
、
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
私
立
学
校
助
成
は
総
額
抑
制
に
努
め
つ
つ
、

配
分
方
法
の
改
善
や
助
成
の
重
点
化
な
ど
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
県
で

は
、
経
常
費
補
助
に
お
い
て
特
色
教
育
に
対
す
る
助
成
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
見
直
し
を
図
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
平
成
六
年
度

か
ら
、
国
際
化
の
進
展
、
転
入
学
生
の
受
入
促
進
等
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
に
取
り
組
む
私
立
学
校
に
対
す
る
特
別
補

助
と
し
て
国
庫
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
、
県
に
お
い
て
も
特
別
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
私
立
高
等
学
校
の
生
徒
に
対
す
る
生
徒
授
業
料
軽
減
補
助
も
、
昭
和
五
十
五
年
度

は
所
得
に
応
じ
て
、
補
助
単
価
（
年
額
）
を
七
・
二
万
円
、
三
・
六
万
円
、
二
・
四
万
円
と
し
て
い
た
が
、
数
次
に
わ
た
る
単

価
改
定
に
よ
り
、
平
成
六
年
度
は
一
一
・
四
万
円
、
八
・
八
万
円
、
四
・
八
万
円
、
二
・
八
万
円
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
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一
方
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
第
二
次
高
校
生
急
増
期
を
迎
え
、

兵
庫
県
高
等
学
校
生
徒
急
増
対
策
協
議
会
の
ま
と
め
に
基
づ
い
て
、

私
立
高
校
に
お
け
る
生
徒
収
容
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
に

必
要
な
普
通
教
室
等
の
新
規
増
設
事
業
に
対
し
、
施
設
整
備
補
助
を

開
始
し
た
。

　
各
種
学
校
、
専
修
学
校
の
運
営
に
対
し
て
、
県
は
昭
和
四
十
一
年

度
か
ら
設
備
・
教
材
等
に
要
し
た
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
し
て

い
た
。
昭
和
五
十
六
年
十
月
に
出
さ
れ
た
「
専
修
学
校
等
教
育
の
展

望
と
振
興
方
策
に
つ
い
て
」（
兵
庫
県
専
修
学
校
等
教
育
振
興
調
査
会
）

で
は
、
最
近
の
技
術
革
新
に
対
応
し
、
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
る
新

し
い
技
術
、
技
能
教
育
を
導
入
す
る
た
め
助
成
制
度
の
な
お
一
層
の

充
実
を
、
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
県
で
は
、
専
修
学
校
等

設
備
教
材
費
補
助
の
増
額
（
昭
和
五
十
六
年
度
二
六
〇
〇
万
円
→
平
成

三
年
度
七
五
〇
〇
万
円
）
を
図
る
ほ
か
、
五
十
七
年
度
か
ら
、
外
国
人

学
校
へ
の
補
助
も
開
始
し
た
。
加
え
て
、
平
成
四
年
度
か
ら
、
教
育

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
学
校
種
、
課
程
ご
と
に
補
助
す
る

こ
と
と
し
、
補
助
の
拡
充
に
努
め
た
。
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